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領域 3 大会での英語使用に関するアンケートの結果 
 

領域 3代表 香取 浩子 

 

領域 3では大会での英語の使用に関して、日本語話者、および非日本語話者にアンケートの協力を依頼

し、日本語話者 109 名、非日本語話者 10 名から回答を得た。 

以下にそのアンケート結果を示す。 

 

 

【日本語話者】 

 

＜依頼文＞ 

国内の大学  研究機関に所属する外国人教員  研究員  留学生の増加に伴い，日本物理学会では以下の

2点が検討されています： 

(1) 企画提案 (招待講演 シンポジウム等)では講演 スライドを英語とすることを推奨 

(2) 一般講演ではスライドを英語とすることを推奨 

 

領域 3 (磁性，磁気共鳴)では，英語に不慣れな日本人若手研究者を委縮させることなく，日本語に不慣

れな国内の外国人研究者が年次 秋季大会に参加できるような方向性を模索しています． 

 

英語の使用に関する以下のアンケートにご協力ください．また研究室  ルーー の学生や外国人研究者

にもご周知いただければ幸いです．なお，頂いたご意見をそのまままたは要約して領域内外で共有させ

て頂くこともございますので，ご了承ください． 

 

 

＜回答＞ 

日本物理学会に入会していますか。 

 

どのぐらいの頻度で年次 秋季大会人参加していますか。 

 

109 (100 %) 

0 (0 %) 

108 (99.1 %) 

1 (0.1%) 

0 (0.0 %) 
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あなたは 

 

 

研究室  ルーー を率いる研究者にお伺いします．研究室  ルーー における日本人学生と外国人学生  

研究者の割合をそれぞれお答えください． 

 

 

 

年次  秋季大会では企画提案 (招待  企画  ューートアアー講演，シンポジウム)と一般講演があり，そ

れぞれについて講演  スライド 概要の 3つの要素があります．以下，日本人  外国人参加者の状況を

鑑み，各要素についてどの程度の英語化がなされるべきか，お考えに最も近いものを選択してください．

若手研究者  学生の方々については，どの程度まで英語が使用されても参加したいと考えるかお答え頂

いても結構です． 

 

 

招待 企画講演 (すでに成果が挙げられた研究や新鮮なテーマに関する講演など．30 分程度．現状は

自由ですが，講演 スライドで英語の使用を推奨することが検討されています．) 

 

 

54 (49.5 %) 

39 (35.8 %) 

9 (8.3 %) 

5 (4.6 %) 

1 (0.9 %) 

1 (0.9 %) 

2  2            2  4  1 

人 

12  16 

35 33 

 

16  12 

2  4  2            1  3 

16      29      64                    34      50     25                    30     42      37  
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ューートアアー講演 (他分野の研究者や初学者に対する解説．45 分程度．現状は自由ですが，講演 

スライドで英語の使用を推奨することが検討されています．) 

 

シンポジウム (ひとつのテーマに沿った 6-10 人程度の講演者による一連の講演．現状は自由ですが，

講演 スライドで英語の使用を推奨することが検討されています．) 

 

一般講演 (15 分．現状は自由ですが，スライドで英語の使用を推奨することが検討されています．) 

 

年次 秋季大会での今後の英語の使用のあり方について，思われることを自由にお書きください． 

1. すべて英語にすべき。物理学会は遅れている。 

2. スライド、概要など、書くものはなるべく英語にすべきと感じる。講演は、英語力にバラツキがあ

るため自由がいいと思う。 

3. 英語でやるなら日本でやる必要がない 

4. 一般講演以外は英語化すると他の分野の方が来にくくなるので、日本語がよいと思います。一般講

演は学生さんの発表の場なので英語義務化でもよいと思います。 

5. 物理学会の公用語が日本語であることは，外国人研究者  特に若手）にとって大きな障壁となって

います．また，結果として学会に全く参加してくれません totally useless だと断言する人もいま

す）．この状況を改善するため，英語義務化は避けられないでしょう． 

16      24      69                    4      41     34                    26     36      47  

17      29      63                   37      46     26                    32     37      40  

12      23      74                   28      48     33                    26     35      48  
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6. 日本国内でも英語で発表するなら、公用語を英語にすることと等価であり、寧ろ、日本に居るうち

は、外国人が日本語を話すべき。なんでも海外に迎合すれば良いもんじゃない。それにニーアンス

を持った質問とか議論は日本語の方が日本人には有益であって、それが失われるのは、国益を損な

うとさえ思います。 

7. 英語で行う場合、やりにくい 

8. 学生の発表を英語化すると指導者の教育負担が大きくなりすぎるかもしれませんが，ューートアア

ーやシンポジウムなどは完全英語化しても負担はほとんど増加しないと思います．また，年次大会  

秋季大会の少なくとも一方を完全英語化してもいいと思います． 

9. 学生の勉強 参加ハードーを考えると，英語を義務化するべきではない 

10. 応用物理学会のスピントロニクス分野では、一般講演は英語を推奨で既に7割程度が英語講演です。

一方、シンポジウムは日本語講演を推奨です。物理学会でどの程度、英語講演が定着化するかは分

かりませんが、検討の価値はあるかと思います。 

11. 日本人修士コースの学生  初学者かつ納税者）の、自立性と自分で考える力を養うには、やはり日

本語が良いと思います。 

12. ドイツ物理学会の公用語が英語になっている現状を鑑みると、 年配の会員は否定的であっても）

日本物理学会の公用語も移行期間をへて英語にすべきだと思います。 

13. 日本国内の学会なので基本的に日本語でよいと思う。外国の物理学会がどの言語で行われているか

参考になるのではないかと思う。 

14. 日本人学生  特に修士まで）は日本語でもいいのではと思います。英語ができなくて レゼンの印

象が損なわれるのはよろしくないでしょうから。学位をすでに取得しているひとには英語義務化も

ありと思います。 

15. スライドを英語化するのが第一歩だと思います。続いて、英語セッション日を  領域間で調整して

できれば同じ日に）開催し、非日本語圏の研究者  学生が参加しやすい日を作るのが次ではないで

しょうか。また、少し視点は変わりますが、修士ぐらいの学生が英語講演を行うことは、講演時点

 現時点）での抵抗は非常に強いとは思いますが、10 年単位の長い目で見ると当該学生の将来に良

い影響があると個人的には思いますので、ぜひ推奨するのが良い気がします。また、経歴のあるシ

ニアな先生方には日本語英語での講演を積極的に行ってもらうことで、 英語の上手下手が問題で

はないということをしめすことで）、学生 若手の敷居を下げるようにお願いするのはどうでしょ

うか。 

16. 留学生の方は、複数年日本での研究活動を行われても、日本語講演が多すぎる日本物理学会や応用

物理学会への参加は検討なされないと考えます。これは留学生ばかりでなく、日本人研究者にとっ

てもかなりの不利益であると思われます。推奨とすることで、英語講演を積極的になされる方が増

えると期待いたします。 

17. 領域 3 の一般公演の大きな割合は大学院生?博士研究者などの若手によって占められている現状を

鑑みれば，英語の使用は推奨  努力目標）に止めるべきである。また，英語の使用に限らず義務化

は各人の自主性と多様性を重んじる物理学研究者の文化に反する。学会発表，特に一般公演は最新

研究の成果を披露しその知見を共有することが主目的であり，そのためにどのような伝達手段をと

るべきかの選択は講演者に委ねられるべきである。 

18. 英語の使用に関する趣旨はよく理解できる。一方で、学生への指導等を考えると急な変更は適切で

はないように思える。一定期間 3年から 5年程度）の「推奨」する 試行）期間を設け、物理学

会では英語を使用した発表の方が好まれるという環境を醸成した後に、英語を義務化するのが望ま

しいと思われる。 

19. 物理学会は幅広い講演が行われているため、参加の際には自分の専門から離れた内容を優先して聞

くことが多い。そのような内容では日本語の方がありがたい。 

スライドの英語利用くらいは推奨されるべきだが、講演まで英語になるならわざわざ物理学会に参

加せずに国際会議を優先して参加することになると思う。 

物理学会をゆくゆくは APS などのような国際会議化するのを目的として、招待講演などから徐々

に英語講演化していくというのであれば賛同します。しかし、単なる 「外国人教員  研究員  留学
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生の増加」に対応するという趣旨ならば賛同しかねます。 

学会員  参加者）の減少に対応する目的もあろうかと思いますが、それならば、より大局的な観点

から今後の物理学会をどうしていくかの議論に立脚した上で、この様な制度変更を進めて頂きたい。 

20. 英語の研究発表他は、国内外で多数の国際会議があるので、日本の物理学会まで英語を使う必要は

ないと思います。むしろ日本語で自由に発表できる機会は貴重ではないでしょうか。とくに大部分

の学生はまだまだ英語が堪能ではありませんし、全国的に見れば大部分の学生は修士で卒業します。

国際会議で発表しないことも少なくなく、英語を義務化すると準備にかかる負担も重くなります。

一部旧帝大の院生は学力が高く問題ないかもしれませんが、全国的なレベーも考慮していただきた

いと思います。研究者も外国に留学もしくは勤務した経験のある恵まれた人ばかりではありません。 

21. 英語化して失われることも多いと思いますので，年次  秋季大会どちらかを完全英語化して様子を

見るのが良いのではないかと思いました． 

22. 日本人だけの修士課程の講演者  外国人博士課程留学生は日本語主体の講演である日本物理学会に

は出席しないでＡＰＳに出席している現状）で、座してこのまま、会員数の減少に比例する衰退す

る道を選ぶか、一方で、国際化の道を選び、５０％以上の外国人留学生  研究大学では、すでに博

士課程は外国人留学生が過半数）が参加し、会員数の減少を補償するかどうかの瀬戸際にきている。

日本人学生も、国際会議等ではすでに英語講演を行っており  教員よりは英語講演自身は実際上手

である）、問題は教員の意識が時代遅れとなっているだけである。物理学会がいつものように時代

の急速な変化に対して、対策を先送りし、手遅れの対策をとれば、日本物理学会は修士課程の日本

人学生が主体の研究成果発表の練習場   ロのいない）となってしまうし、現時点ですでにその兆

候が見られる。講演の英語化は不可欠である。応用物理学会でも世界と競争している分野では英語

講演が主流となっている。 

23. 自分が逆の立場であれば、英語化を切に願うと思う。一方、外国人向けに英語で研究室ゼミを行う

と、日本人学生の理解や発表が浅くなるのも現実である。社会全体として英語化が進む流れにある

のも事実なので、たとえば、段階的に英語化を進める過渡的な期間を設けるのはどうか。5年、10

年のスパンで、企画  シンポジウムの英語講演の必須化、全ての概要の英語の必須化、全ての講演

標記の英語の必須化、というように。 

24. 個人的にはエスペラントに興味があります． 

25. 概要は英語が不得意な人も時間をかければ読むことができるので英語でいいのではないでしょう

か。他分野や初学者向けの講演は多数を占める日本語話者の理解しやすさを優先して日本語の話せ

る講演者は日本語で行うべきではないかと思います。 

26. 日本には多くの外国人学生  研究者がいる一方、物理学会は基本日本語講演であるため、彼らは参

加する意味をほとんど見出せていない、というのが現状です。研究成果は世界中の人々に発信し、

その内容について議論をするのが当然ですので、英語の義務化は進めるべきである、というのが私

の考えです。 

一方、いきなり全員に対して英語を義務化しても反発は多いことが予想されますし、実際かなり混

乱するかと思います。なので、現状から一つ進める案としては、 

(i)可能な方は英語で発表する 

(ii)質疑応答(特に学生)の時間は日本語で対応 

などが考えられます。 

特に(ii)は、英語に不慣れな方にとっての鬼門が質疑応答であるため、そこを日本語で良いとすれば

英語講演へのハードーはかなり下がると思われるためです。また、学生は準備さえきちんとすれば

英語での発表はできることを見てきており(英語の質疑応答の可否は学生に依る)、一度英語で話す

と英語学習へのモュベーションがとても高まり、実際英語運用能力が飛躍的に上がることも見てき

たためです。 

27. 修士  学部の学生に英語での講演を義務化することで発表者が万が一減るようだったら、修士  学

部の学生は日本語講演や日本語によるスライドで問題ない制度にしてもいいのでは、と思います。

博士課程  ポスドク以上のキャアアの方がスライドや講演などで英語を必須化するなど経歴に応じ

て差別化するのでも最初は良いのでは、と思います。日本物理学会を国内学会としてではなく、国
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際学会という立ち位置にしてより開かれた場所にするのは賛成です。コロナウイース の影響で国

際的な交流が物理的には困難な一方で、オンライでむしろバーュャーな交流はしやすくなったとい

う現状があります。時差の関係もありますが、中国や韓国といった近い国々との交流は時間帯を気

にしないで可能だとも思います。こうした国々とオンラインで交流しやすくなった今、英語講演を

増やし海外の研究者  学生が参加しやすくするという方向性は賛成です。もちろん日本語での議論

の方が活発にできるという面もあると思いますが、年次大会および秋季大会はむしろ研究のショー

ウインドウ的な立ち位置だと個人的には捉えています。つまり深い議論を行うというよりどのよう

な研究が行われているのか、を知る意味合いの方が強いと考えています。(そういう意味では発表は

英語、質疑応答は場合によっては日本語も可くらいでもいいかもしれません。) したがって、英語

の使用頻度を増やしてより開かれた学会にすることで、自分の研究をより知ってもらえるようにな

り、日本以外で活発な研究分野のトレンドも追えるより良い機会できたら良いのかな、と考えます。 

28. いずれ(近い将来)は、英語での発表が必要になると思われます。しかし、機械による同時通訳が早

く到来するかもしれません。英語を使用を進めるためには、手始めにポスターセッションでの英語

のトークの推奨を始めたら如何でしょうか?口頭で英語スピーュを行うと、発表内容の質に低下が

起こると思われます。一方、国際会議もありますので、母国語での十分な議論も貴重かと思います。 

29. 仮に英語の使用が 「自由」のままになった場合でも、 一般講演で）事前に英語講演としていない場

合に関して、聴衆に日本語を話さない方がいらっしゃる場合には、座長の権限で、「講演を英語にで

きる人はお願いします」などお願いしても良いようになる  現状でもお願いしても良いのかもしれ

ませんが、ガイドラインに積極的に明記するなど）と良いのかなと思います。 

一方で、講演での 「英語を義務化  推奨」については、特に低年次の学生など講演経験が少ない人

に対して、講演申込の障壁が上がる気がしますので、慎重に検討した方が良いのかなと感じます。

英語講演が普通になれば、障壁も下がるのかと思いますが、少なくとも、導入直後には大きな影響

があると思いますので、それを考慮した上での決断が必要だと思います。 私自身は、長期的には、

物理学会の全講演が「英語を推奨」または「英語を義務化」になると良いと思っています。） 

また、講演を聴く側の問題として、英語講演では、自身が主に専門としていない分野の講演の理解

度が  専門用語の問題で）低下する点も気になります。私自身が大学院生向けの講義を英語を行な

っている際に学生から良くお願いされるのは英語の専門用語に日本語訳を付けて欲しい  配布資料、

スライド、及び、口頭でも）という点です。物理学会では、自身の専門外のセッションに気軽に聞

きに行ける点も重要だと思いますので、そのような視点での議論も行なって頂ければありがたいで

す。 

30. 少なからぬ数の外国人ポスドク 大学院生がいる中で、ほとんどのトークが日本語である点につい

て、以前より疑問に思っていました。よく言われるのが日本人若手研究者が不慣れである、という

ことですが、実際どの程度の割合どの程度英語に不慣れなのか、今回のような議論のベースとして、

しっかりした調査が必要ではないでしょうか？物理学会に参加する優秀な若手研究者の多くは、国

際学会での発表経験も重ねているのではないか、とも思います。 

31. 現地開催の場合スライドの英語化が落とし所として望ましいと思いますが、少なくともオンライン

開催の場合においては義務化はしない方がいいと思います。 

32. 英語化の重要性は非常に良くわかりますが、参加者の減少、講演内容の質の低下につながることが

少し心配です。 

33. 日本人学生の大切な発表  情報収集の場であるので、言葉による障壁くらいは取り除いて、物理の

理解を促進させたい。少数の来日している研究者のために英語化するのは弊害が大きい。 

34. 将来的には完全英語化は実現すべき 

35. 自由と書きましたが、外国人がスピーカーに入っているシンポジウムなどでは、そのセッション全

体の英語化を義務化すべきだと思います。日本語がメインの学会に来ていただいた外国人に失礼で

す。韓国物理学会でも外国人のいる invited session はすべて英語でした。 

化学系の学会にあるように、講演はすべて英語で、質疑応答は日本語も可とすることも一案だと思

います。 

36. より多くの学生が参加  発表しやすい環境を維持することを最優先にして、英語使用のあり方も検
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討したい。 

37. 日本語での質問と、それに対して日本語での回答は認めて欲しい。英語が不得手のために質問でき

なくなる 物理を理解できなくなる）のは本末転倒だと思うからです。 

38. ューートアアー講演は、むしろ日本語推奨にしてほしい。分野が違えば英単語が分からないことも

考えられ、日本語を母語とする学会員にとってハードーが高くなるので。一般に英語の解説書の方

が多いので、日本物理学会の場では日本語で解説してもらいたい。 

39. 講演の英語化について多くの議論があると思いますが、以下のA、Bのような英語講演に反対/賛成

する論点があると思います。 

A. 英語の義務化の問題点: 

学生にとって英語で発表することは困難、英語講演を聴いて理解することも多くの場合ハードーが

高い 

(特に指導者側に時間、スタッフ数などの十分な教育資源が無い場合) 

B. 英語講演を必要とする理由: 

日本語講演だけだと、外国人参加者にとって他の講演を聴いて情報を取得することが難しく、学会

に参加する意義が低下する。 

また、一方で、英語講演にすでに慣れている日本人講演者にとっても英語講演には心理的な障壁が

あると思います。 

C. 英語講演がしづらい心理的な理由: 

周りの講演が日本語で大部分の参加者が日本人である現状では、英語を話すのは不自然 

A, B の折衷案として、大部分の講演は今まで日本語で行なうとして、外国人の参加者が興味をもつ

発表のみ上手く英語講演に切り換える、という状況が作れれば良いのだと思います。またCの心理

障壁を取り去るためにはシステム化すれば良いのだと思います。そのために以下の二つを提案しま

す。 

(1) 英語で概要を作成し、概要が公開された時点で、(興味を持った外国人の参加者が)講演者に英

語講演をアクエストできるようなシステムを作る 

(2) 外国人参加者(の英語講演)が含まれるセッションでは他の講演者にあらかじめ英語へのスイッ

ュをお願いする 

(1)、(2)ともあくまでお願いベースで、英語の苦手な参加者はアクエストを拒否することが自然に

できるように配慮する、という条件付を考えています。概要作成時から学会までは数週間あると思

いますので、英語講演に慣れた方ならば現実的に十分にスイッュ可能と思います。 

40. 英語が使えるようになることが理想ではあるが、母語で話を聴ける機会は学生の理解を助けるため

になくすべきではないと思う。 

41. 英語での講演に特に抵抗のないような研究者でも、聴講者が事前にわからないことから、あるいは

これまでの慣習から日本語講演で申し込まれることが多いと思います。そこで、日本語  英語両方

可能という意思表示ができる仕組みがあればと思います。セッション内に外国人講演者がいる際に

は、セッションの半分または全体を英語として、「両方可能」と意思表示頂いた方と一緒に ロルラ

ムを組む形です。このように、まずは講演者の自発的な意思で始められる範囲で、英語化が行われ

ると良いと思います。それに加えて、 ロの研究者が講演することが前提のシンポジウムなどが、

トークを英語化できる現実的範囲と思います。一方、議論の活発さは保ちたいところですので、質

問は日本語も可というのが良いと思います。 

42. 日本の pi の多くはどうせ自分で研究してない、その能力がないので、その犠牲となっている院生を

はじめとする若手研究者が主体となる学会運営を望む 

43. 近年は物理学会だけでなく国際シンポジウムや研究会も多数開かれており、留学生などは情報を手

に入れることができます。ほとんどの参加者が日本人である物理学会はあくまで国内学会として講

演言語は自由にし、本当に最新の内容を活発に議論し、近い異分野の交流をすることを最優先にし

たほうがいいと思います。そうしないと、物理学会年会等の存在意義が薄れると思います。 

44. 円滑に議論できるのであればなるべく発表もスライドも日本語で行いたい 

45. 母国語で 「学会」を行うことに意味があると感じています。海外の学会との連携等を模索する上で
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英語でのセッションがあると良いとは思いますが、英語を義務化すれば日本物理学会への魅力がな

くなってしまうと危惧しています。 

46. 当面は推薦程度に止めた方が良い． 

47. 日本人学生の英語レベーが急激に上昇するとは思えない。私のこれまでの経験から、地方大学レベ

ーで英語講演について行けるような学生は  大学院修士課程であっても）ごく一部に限られる。英

語でのコミーニケーションはかなりの訓練  慣れ）を要することであり、それを物理学会本会が担

う気概があるなら、やっていただいたらよいと思う。物理学会の位置付けをどう考えるかによるが、

裾野を拡げるところは日本語でよく、国際性とのバランスをうまくとる必要がある。 

48. 日本国内での研究成果を母国語で発表、聴講する機会を完全に排除する必要はないと思います。一

方、英語での発表を排除する必要もないため、スライドおよび概要は英語を推奨し、講演は自由と

するのが良いと思いました。 

49. 英語を義務化することには賛成できない。英語が不得手な会員も多く，質疑応答のレベーが低下す

る。 

50. 国際学会  研究会が昔(例えば 20 年前)よりも身近になった昨今、むしろ日本語ベースで議論できる

機会が残された方がよいと考えます。 

51. アメアカ物理学会のように世界から講演者が集まるようにしたいのか、それとも日本国内の物理学

者の交流を重要視するのか、どちらを優先するかが英語化の是非に大きく関わると思いました。(事

務局の論点としては、日本の機関に所属する非日本語話者への便宜を想定しているのだと思います

し、それも理解できます) 

個人的には、英語化は推奨程度に留めておいて、全て日本語で発表  交流できる余地も残しておく

と良いと思っております。 

52. いまやポータブー端末で音声言語が同時通訳できる時代であり、母国語できちんとサイエンスをや

れることが重要。むしろ中途半端に英語を強要することで学会での議論におけるサイエンスのレベ

ー自体が劣化することを懸念する。 

53. 自分のルーー の都合的には原則英語で構わないのですが、現状で全面英語化は難しいのが現状だ

とは思います。まずシンポジウム等から英語を 「推奨」して様子を見る方針は妥当かと思われます。

シンポジウムについては、聴講者の利便をかんがえると、講演者ごとにバラバラであるより、原則

としてシンポジウムを通じて言語を統一するべきかと思います。 

54. 日本の学会なのでむしろ日本語を使用すべきだと考える。 

55. 英語の使用により物理の議論が中身のないものになってしまったり、質問やコメントをすることを

委縮してしまうことを危惧する。国内でも英語を使用した研究会やワークショッ はたくさん開か

れている。学生や若手の勉強の機会である、日本物理学会でわざわざ英語を使用する必要はない。

母国語で 「物理」の勉強や研究、議論ができる数少ない国であることを誇りに思い、そのメアット

を活かすべき。せっかくの良い結果でも、英語力がないために聞くに堪えない講演になってしまう

のは悲惨である。 

56. 日本人院生(修士で修了)の教育的観点(英語が得意でない)と，外国人比率とのせめぎ合い 

 

 

 

【非日本語話者】 

 

＜依頼文＞ 

In view of the increase of foreign researchers and students in Japan, the Physical Society of Japan 

(JPS) is discussing to create the following guidelines.  

(1) Speakers in planned talks (invited talks, symposia, etc.) are encouraged to use English for talks 

and slides.  

(2) Speakers of contributed talks are encouraged to use English for slides. 
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In Division 3 (magnetism and magnetic resonances), we look for a way in which foreign researchers 

in Japan (who may not be good at Japanese) can participate in JPS meetings without depressing 

young Japanese researchers (who may not be good at English). 

 

Please fill out the following questionnaire on the use of English in JPS meetings. We would be grateful 

if you could inform students and foreign researchers in your group. Please note that we may share 

your opinions (or their summary) in and outside Division 3. 

 

 

＜回答＞ 

Are you a member of JPS?  

 

How often do you participate in JPS meetings? 

 

You are 

 

 

To PIs: Please choose the ratios of Japanese students and non-Japanese students/researchers in 

5 (50 %) 

5 (50 %) 

6 (60 %) 

3 (30 %) 

1 (10 %) 

1 (10 %) 

5 (50 %) 

4 (40 %) 

0 (0 %) 
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your group, respectively.  

 

In JPS meetings, we have planned talks (invited talks, tutorials, and symposia) and contributed talks. 

For each, there are three elements; talk, slides, and abstract. Below, please choose your opinion 

about the use of English for each element considering the current circumstances of Japanese and 

foreign participants. To young researchers and students: You may choose to what extent English 

should minimally be used when you decide to participate in JPS Meetings. 

 

 

Invited talks (on established or novel topics, about 30 min. The language is currently at speaker's 

discretion, and the JPS considers encouraging speakers to use English for talks and slides.) 

 
Tutorials (for researchers in different fields and beginners, about 45 min. The language is currently 

at speaker's discretion, and the JPS considers encouraging speakers to use English for talks and 

slides.) 

 

 

 

Symposia (a series of presentations by 6-10 speakers on a single topic. The language is currently at 
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speaker's discretion, and the JPS considers encouraging speakers to use English for talks and slides.) 

 
Contributed talks (15 min. The language is currently at speaker's discretion, and the JPS considers 

encouraging speakers to use English for slides.) 

 

Please write down your opinion about the use of English in future JPS Meetings. 

1. Having more English talks will increase the participation of foreign researcher and encourage 

them to join the Japanese Physical Society 

2. I have been to the JPS meeting once, but didn't benefit much from it. If about half of the talks 

were in English, I would have probably gone more than once. 

3. I believe it would be helpful to have more English-language content at the JPS Meeting.   And 

this would definitely make the meeting more accessible to foreign scientists working in Japan, 

like myself.   However I believe the strongest reason for having more English-language content 

is to give students from Japanese Universities, who have not yet traveled widely, the opportunity 

to prepare for the international science they will experience later in life. 

4. I think this is a great opportunity for students to practice their english speaking and presentation 

skills. This opportunity will encourage more foreign researchers to participate at the JPS and will 

accelerate possible collaborations. I highly encourage the use of english, especially for invited 

and contributed talks. 

5. If a session includes an invited talk by a non-japanese speaker, I would suggest to strongly 

encourage any speaker of that session/symposia to present their talk in English. Otherwise, 

encouraging every speaker to use English slides would already be quite helpful. 

6. It will greatly promote my communication with Japanese researchers -- I'd love to see that 

happen. 

7. That's a good trend if English is encouraged. 



① 立場別の英語利用に関する意識 
分類の定義: ‘あなたは？’に対する回答 (有効回答数109) 
学生: ‘修士課程の学生', ‘博士課程の学生' 
研究者: '博士号を持つ研究者' 
グループ主催者: '研究室・グループを率いる研究者', '退職教員','名誉教授' 

日本物理学会 領域3 英語利用に関するアンケート (日本語回答に関する分類)

Katori
テキストボックス
【補足資料】



 



② 研究室・グループを率いる研究者の方の英語利用に関する意識とグループ内の外国人率 


